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P(x)αZ一(μ十時 for x > Xo (1) 
を詳結釣合員リ:P12(X1ぅX2)= P12(X2ぅX1)と、 Gibrat則 :Q(Rlxl) = Q(R)から導出したことに始
まる。斗ここでzは企業サイズ、 X1ぅX2は初年度，次年度の企業サイズ、 R三 X2/X1はその成長率
であるc また P(X)は確率密麦関数、 P12(Xl， X2)は同時分布、 Q(RlxI)は条件付確率を表す。経請
データに観られる 3つのマクロな法則が、大規模・高精度データの入手と分析が容易になった近
年になって、初めて関係付けられたのであるc















次に、 Gibrat則および非 Gibrat員Ijの特定のため、売上初期誼を X E [101+0.4n， 101十O.4(叶1)]
りこの原稿は、京都大学基礎物理学耕究所 2009 年境研究会『経済物理学 2009~ での発表をもとに書かれている。
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Fig. 1.売上中額標域での成長率分布 Fig.2. 売上高額領域での成長率分布
Figs 1ヲ2より、成長率分布を次式で近f反する:
log10 q(rlx1) = c干t士(xl)γ+ln 10 u土(xl)r2 for γミO. (2) 
売上成長率分布は直隷近似できないので、 r= loglO Rの2次の項が加わっているのが特徴である O
R>lの場合、詳細釣合員IJは次式のように表現できる:
主主よ二三Q(R-1Ix2 = R 1+t+(xl)-L(X2)-[U+(Xl) 匂ー(X2)]InR 
P(X2) R Q(Rlxl) 
(3) 





t_(x) = -~ 1n0 x +一一1n叶 (η-α)lnx十C2ラ2 
y^， ') <5+s 
包+伸二ーす山一 τ.!:...lnx+ C3 ， 
受 2<5-β 竹山 )=-EI山+--6 /-lnx + C3サヲ
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